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毎
週
二
回
発
行
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曜
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木
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込
）一
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一
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（
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県
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号

令
和
二
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六
月
二
十
九
日

月　曜　日

目

次

告

示

○
令
和
二
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
の
決
定	

三
四
九

○
建
設
工
事
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
の
一
部
を
改
正
す
る
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三
四
九

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

三
四
九

訓

令

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

三
四
九

公

告

○
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
変
更
の
届
出	

三
五
〇

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見	

三
五
〇

○
公
共
測
量
の
終
了	

三
五
一

○
公
共
測
量
の
実
施
（
三
件
）	

三
五
一

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
八
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
二
年

度
地
籍
調
査
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
調
査
を
行
う
者
の
名
称
　
甲
府
市
、
富
士
吉
田
市
、
山
梨
市
、
甲
斐
市
、
甲
州
市
、
市
川
三
郷
町
、

早
川
町
及
び
身
延
町

二
　
調
査
地
域
　
甲
府
市
平
瀬
町
、
古
府
中
町
、
塚
原
町
、
上
積
翠
寺
町
及
び
下
積
翠
寺
町
、
富
士
吉

田
市
新
屋
及
び
上
吉
田
、
山
梨
市
三
富
川
浦
、
牧
丘
町
西
保
中
及
び
牧
平
、
甲
斐
市
吉
沢
、
甲
州
市

塩
山
下
小
田
原
、
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
塚
、
南
巨
摩
郡
早
川
町
高
住
及
び
初
鹿
島
並
び
に
南
巨

摩
郡
身
延
町
大
城
、
宮
木
、
市
之
瀬
及
び
下
田
原
の
各
一
部

三
　
調
査
期
間
　
令
和
二
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
九
号

建
設
工
事
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
こ
の
告
示
の
日
以
後
に
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

建
設
工
事
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

建
設
工
事
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
（
平
成
三
十
年
山
梨
県
告
示
第
三

百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
2
中
「
同
じ
」
の
下
に
「
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
を
受
け
た
者

で
あ
っ
て
、
事
業
年
度
が
令
和
元
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
令
和
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
終
了
す

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
五
2
に
よ
る
申
請
の
受
付
の
日

の
直
前
の
七
月
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
又
は
平
成
三
十
年
十
月
二
十
九
日
の
属

す
る
事
業
年
度
と
い
う
」
を
加
え
る
。

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
指
定
の
年
月
日
　
令
和
二
年
六
月
二
十
二
日

二
　
指
定
道
路
の
位
置
　
韮
崎
市
岩
下
字
榧
ノ
木
千
八
十
九
番
二
、
千
百
十
八
番
三
、
千
百
十
八
番
九

及
び
千
百
十
八
番
十
三

三
　
指
定
道
路
の
幅
員
　
最
大
六
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
　
最
小
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
　
指
定
道
路
の
延
長
　
五
十
九
・
七
九
メ
ー
ト
ル

訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
七
号

本
　
　
　
　
　
　
庁

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
号
　
　
令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

三
五
〇

◉
　
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
変
更
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
告
し
、
及
び
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名
　
株
式
会
社
オ
ン

ザ
サ
ミ
ッ
ト
　
代
表
取
締
役
　
保
坂
の
り
子
　
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
千
三
十
五
番
地

二
　
届
出
の
概
要

1
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地
　
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
甲
府
東
　
山
梨
県
甲
府
市
向
町
字

蛭
田
百
二
十
三
番
一
外

2
　
変
更
し
た
事
項
　
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
マ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役
　
白
土
孝

東
京
都
杉
並
区
梅
里
一
丁
目
七
番
七
号
　
外

三
者

株
式
会
社
大
創
産
業

代
表
取
締
役
　
矢
野
靖
二

広
島
県
東
広
島
市
西
条
吉
行
東
一
丁
目
四
番
十

四
号
　
外
二
者

3
　
変
更
の
年
月
日
　
平
成
三
十
年
三
月
一
日
外

三
　
届
出
年
月
日
　
令
和
二
年
六
月
十
日

四
　
縦
覧
場
所
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階
　
山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

五
　
縦
覧
期
間
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
ま
で

◉
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
及
び
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
一
条
及
び
第
二
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
条
中
「
前
九
条
」
を
「
前
各
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時

間
の
特
例
）

第
九
条
　
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
、
午
前

五
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る

よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後

五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

（
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
分
散
勤
務
を
行
う
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第
十
条
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七

時
間
四
十
五
分
を
、
午
前
五
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻

が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
け
る
別
に
定
め
る
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
は
、
第
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
間
の
う
ち
勤
務
時
間
の
途
中
に
あ
た
る
連
続
す

る
一
時
間
又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

別
表
中
「
第
四
条
関
係
」
を
「
第
三
条
関
係
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
　
　
　
告



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
号
　
　
令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

三
五
一

◉
　
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の

通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
大
月
市
七
保
町
奈
良
子
地
内
外

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
二
年
六
月
三
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
十
六
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
西
桂
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、

同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
）

二
　
測
量
の
地
域
　
西
桂
町
（
山
地
部
を
除
く
十
・
五
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
ま
で

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地
　
甲
府
東
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
山
梨
県
甲
府
市
和

戸
町
字
藤
塚
三
百
六
十
七
番
一
外

二
　
届
出
の
内
容
　
既
存
店
舗
の
変
更

三
　
届
出
の
公
告
日
　
令
和
二
年
二
月
十
三
日

四
　
意
見
の
概
要

1
　
交
通
安
全
対
策
の
実
施

2
　
駐
車
場
の
出
入
口
の
設
置

3
　
騒
音
対
策
の
実
施

五
　
縦
覧
場
所
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階
　
山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

六
　
縦
覧
期
間
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
二
十
九
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
長
野
国
道
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量

の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
撮
影
、
評
定
点
測
量
、
簡
易
水
準
測
量
、
数
値
図
化
）

二
　
測
量
の
地
域
　
北
杜
市

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
富
士
川
砂
防
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測

量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

二
　
測
量
の
地
域
　
富
士
川
砂
防
事
務
所
管
内
　
釜
無
川
流
域
及
び
早
川
流
域

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
二
年
六
月
二
日
か
ら
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
ま
で



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
号
　
　
令
和
二
年
六
月
二
十
九
日

三
五
二


